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│
│
明
治
日
本
の
倫
理
学
書
を
介
し
て
│
│

き
ょ
う

え
い

龔

穎

蔡
元
培『
中
国
倫
理
学
史
』と
中
国
哲
学
史
の
成
立

は
じ
め
に

筆
者
は
、
か
つ
て
、
明
治
維
新
の
後
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
倫
理
学
（Ethics

）
の
受
容
が
本
格
的
に
展
開
さ
れ
、
幾
つ
か
の
発

展
段
階
を
経
て
個
性
に
富
む
日
本
近
代
倫
理
学
を
作
り
上
げ
た
と
同
時
に
、
一
九
二
〇
年
代
ま
で
に
な
さ
れ
た
日
本
倫
理
学
関
係
の

翻
訳
と
研
究
の
成
果
が
、
草
創
期
に
当
た
っ
た
近
代
中
国
の
倫
理
学
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
を
例
証
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
拙
論
を
発
表
し
具
体
例
も
示
し
て
き
た
（
1
）。
本
稿
は
、
更
に
視
野
を
広
げ
て
倫

理
学
と
い
う
専
門
分
野
を
超
え
て
、
明
治
期
日
本
の
学
界
に
お
け
る
東
洋
倫
理
学
史
や
支
那
思
想
史
関
係
の
成
果
が
、
蔡
元
培
（
一

八
六
八
〜
一
九
四
〇
）
の
著
書
『
中
国
倫
理
学
史
』
を
通
し
て
、
近
代
中
国
に
お
け
る
中
国
哲
学
史
の
成
立
へ
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

さ
て
、
中
国
に
お
け
る
近
代
的
学
問
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
日
本
か
ら
の
影
響
を
避
け
て
通
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
す
で

に
学
界
の
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。「
中
国
哲
学
史
」
と
い
う
近
代
的
学
問
分
野
の
成
立
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
た
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だ
し
、
今
ま
で
の
ほ
と
ん
ど
の
論
述
が
、
松
本
文
三
郎
（
一
八
六
九
〜
一
九
四
四
）
や
遠
藤
隆
吉
（
一
八
七
四
〜
一
九
四
六
）
な
ど
の

手
に
よ
る
支
那
哲
学
史
関
係
の
著
述
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
の
著
述
の
「
中
国
哲
学
史
」
の
成
立
に
与
え
た
直
接
的
な
影
響
を
重
視
し

て
き
た
が
、
明
治
期
の
倫
理
学
界
に
現
れ
た
重
要
な
学
術
成
果
で
あ
る
中
国
倫
理
学
史
関
係
の
書
物
の
影
響
は
無
視
さ
れ
て
き
た
。

当
時
、
こ
れ
ら
の
中
国
倫
理
学
史
関
係
の
著
述
が
「
東
洋
倫
理
（
学
）
史
」
と
い
う
名
で
伝
播
さ
れ
、
蔡
元
培
な
ど
の
学
者
に
よ
っ

て
中
国
に
紹
介
さ
れ
、
近
代
中
国
に
お
け
る
倫
理
学
史
の
み
な
ら
ず
、
中
国
哲
学
史
の
創
成
に
も
一
助
を
与
え
た
可
能
性
も
あ
る
は

ず
だ
。
言
い
換
え
れ
ば
、
今
ま
で
は
「
明
治
日
本
の
東
洋
倫
理
学
史→

蔡
元
培
『
中
国
倫
理
学
史
』→

胡
適
、
馮
友
蘭
の
中
国
哲
学

史
」
と
い
う
よ
う
な
伝
播
の
ル
ー
ト
が
先
行
研
究
で
ほ
と
ん
ど
看
過
さ
れ
て
き
た
た
め
、
こ
こ
で
は
具
体
的
な
文
献
を
示
し
な
が
ら

そ
の
実
態
を
探
っ
て
み
た
い
。

本
稿
で
考
察
の
対
象
と
し
て
用
い
る
日
本
側
の
主
な
史
料
は
、
木
村
鷹
太
郎
著
『
東
洋
西
洋
倫
理
学
史
』（
一
八
九
八
年
）「
東
洋

倫
理
学
史
」
の
部
分
と
、
久
保
得
二
著
『
東
洋
倫
理
史
要
』（
一
九
〇
四
年
）、
遠
藤
隆
吉
『
支
那
哲
学
史
（
2
）』（

一
九
〇
〇
年
）
で
あ
り
、

中
国
側
の
史
料
は
蔡
元
培
著
『
中
国
倫
理
学
史
』、
胡
適
（
一
八
九
一
〜
一
九
六
二
）
お
よ
び
馮
友
蘭
（
一
八
九
五
〜
一
九
九
〇
）
の
関

係
著
述
な
ど
で
あ
る
。

一
、
蔡
元
培
と
明
治
期
日
本
倫
理
学
・
哲
学
界
の
諸
成
果

さ
て
、
明
治
日
本
で
書
か
れ
た
中
国
倫
理
学
史
関
係
の
著
述
が
中
国
語
圏
で
本
格
的
に
受
容
さ
れ
た
の
は
、
中
国
人
学
者
蔡
元
培

か
ら
始
ま
る
。
蔡
元
培
は
『
中
国
倫
理
学
史
』
を
著
作
す
る
に
あ
た
り
、
日
本
人
の
書
い
た
支
那
哲
学
史
や
東
洋
倫
理
学
史
を
大
い

に
参
照
し
た
。
蔡
元
培
は
『
中
国
倫
理
学
史
』「
緒
論
」
の
中
で
、
本
書
は
「
木
村
、
久
保
二
氏
の
著
作
を
本
に
し
た
」
と
明
言
し


